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第
九
十
五
号 

 
喜喜き  

多多た  

埜埜の  
  

〜〜  

梅梅
田田
にに
天天
神神
様様
がが
来来
らら
れれ
たた
日日  

〜〜  

 

当
宮
の
主
祭
神
の
御
一
柱
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

天
神
さ
ま
こ
と
菅
原
道
真
公
で
す
が
、
そ
の
道
真
公

が
無
実
の
罪
で
京
都
か
ら
九
州
の
太
宰
府
ま
で
左

遷
さ
れ
る
途
中
、
こ
の
梅
田
に
立
ち
寄
ら
れ
た
日
。

こ
れ
は
旧
暦
の
昌
泰
四
年(

九
〇
一)

二
月
二
日
と
、

当
宮
の
古
記
録
に
は
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

「
明
逎
二
日
に 

津
乃
國
難
波
江
の 

 
 
 
 
 
 

此
乃 

喜
多
埜
の
川
上
に 

御
着
…
」 

と
京
都
を
出
ら
れ
た
翌
日
に
当
地
梅
田(

喜
多
埜)

に
到
着
さ
れ
た
事
が
分
か
り
ま
す
。 

 

た
だ
、
こ
れ
は
旧
暦
で
す
の
で
、
現
在
の
暦
に
あ

て
は
め
ま
す
と
、
今
の
二
月
下
旬(

二
月
二
十
三
日

頃
が
有
力)

頃
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
あ
と

は
当
宮
の
由
緒
に
も
あ
り
ま
す
通
り
、
ち
ょ
う
ど
満

開
で
あ
っ
た
当
地
の
紅
梅
を
ご
覧
に
な
ら
れ
る
為
、

船
の
艫
綱
を
円
座
状
に
敷
い
て
、
そ
こ
に
坐
ら
れ
て

暫
し
ご
賞
翫
あ
そ
ば
し
ま
し
た
。(

綱
敷
の
由
縁) 

 

道
真
公
は
そ
の
後
、
太
宰
府
へ
と
旅
立
た
れ
、
現

在
の
九
州
太
宰
府
市
朱
雀
六
丁
目
に
あ
る
「
榎
社
」

に
実
質
幽
閉
さ
れ
、
二
年
後
の
延
喜
三
年(

九
〇
三)

に
薨
逝
あ
そ
ば
し
、
天
神
さ
ま
と
な
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
こ
で
不
思
議
な
事
で
す
が
、
北
を
０
度
と
し
た

時
、
当
宮
の
御
本
殿
か
ら
、
旧
暦
二
月
二
日(

二
月

二
十
三
日
で
計
算)

に
沈
む
夕
日
を
見
る
と
、
方
位

角
二
百
五
十
八
度
の
方
向
に
太
陽
が
沈
み
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
当
宮
御
本
社
の
本
殿
か
ら
、
榎
社
へ
の

方
角
も
ち
ょ
う
ど
二
百
五
十
八
度
で
あ
り
、
つ
い
最

近
に
な
っ
て
分
か
っ
た
事
で
、
ま
っ
た
く
の
偶
然
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
天
神
さ
ま
と
当

宮
と
の
深
い
御
縁
で
あ
る
と
感
じ
ず
に
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
。 

〜〜  

御御
旅旅
社社
のの
盆盆
梅梅  

〜〜  
 

茶
屋
町
の
御
旅
社
で
は
、
今
年
も
二
月
中
旬
よ
り
、

社
殿
前
に
小
さ
な
盆
梅
を
お
飾
り
い
た
し
ま
す
。 

 

当
宮
で
は
梅
の
木
は
御
神
木
で
あ
り
、
梅
田
の
名

の
由
来
と
も
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
冬
は
大
変
な
冷
え
込
み
で
す
の
で
、
開
花
時
期

は
例
年
よ
り
遅
れ
そ
う
で
す
が
、
梅
田
に
お
け
る
早

春
の
訪
れ
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

〜〜  

震震
災災
義義
捐捐
金金
箱箱
のの
設設
置置  

〜〜  
 

早
く
も
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
二
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
当
宮
か
ら
五
万
円
、

ご
参
拝
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
浄
財
、
四
三
四
〇
四
円

の
義
捐
金
を
、
被
災
地
各
神
社
を
は
じ
め
、
特
に
被

害
の
大
き
か
っ
た
宮
城
県
亘
理
郡
の
川
口
神
社
さ
ま
、

宮
城
県
石
巻
市
の
鳥
屋
神
社
さ
ま
、
岩
手
県
大
船
渡

市
の
天
照
御
祖
神
社
さ
ま
に
お
送
り
す
る
事
が
出
来
、

各
神
社
の
宮
司
さ
ま
始
め
、
被
災
地
の
皆
さ
ま
よ
り

御
礼
の
言
葉
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
被
災
地
へ

の
関
心
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
の
も
現
実
で
す
。
阪
神
大

震
災
の
折
は
悲
し
い
話
で
す
が
三
年
後
に
自
殺
者
数

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
不
幸
を
繰
り
返
さ

せ
ぬ
為
に
も
、
小
さ
い
な
が
ら
も
「
長
く
被
災
地
に

思
い
を
致
し
」
本
年
も
今
月
十
一
日
頃
よ
り
、
茶
屋

町
の
御
旅
社
に
義
捐
金
箱
を
設
置
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

  

 

〜〜  

厄厄
年年
のの
御御
祈祈
祷祷  

〜〜  

当
神
社
で
は
厄
年
の
厄
除
け
祈
祷
を
受
け
付
け
て 

お
り
ま
す
。
御
祈
祷
は
ご
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に

お
電
話
等
で
ご
予
約
下
さ
い
。 

       

神神
社社
携携
帯帯
ササ
イイ
トト
のの
ＱＱ
ＲＲ
ココ
ーー
ドド  

  
 

ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、 

ａ
ｕ
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ 

対
応 

  

編
著 

綱
敷
天
神
社 

禰ね
宜ぎ
（
神
主
） 
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